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結    果： 
LC-MS/MSでプロテオーム解析を行ったところ、浸潤性腺癌での発現が上皮内腺癌よ

























結    論： 
 肺腺癌のプロテオーム解析によって同定された NDRG1は免疫組織化学染色で上皮内
腺癌より浸潤性腺癌で発現が高かった。全生存率のカプランマイヤー解析より、NDRG1
高発現群は有意に予後が悪いことが示された。NDRG1は非浸潤性腺癌より浸潤性腺癌に
おいて発現が高く、組織亜型との関係について報告するのは本研究がはじめてである。
多変量解析において NDRG1の発現は独立した予後因子であることが示され、NDRG1は肺
腺癌の悪性度に関わっていることが示唆された。c-Mycの発現は TCGAのデータベース
から NDRG1と発現が相関しているという報告があったが、免疫組織化学染色においても
弱く相関していることが示された。 
